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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに接着された少なくとも２つの不織布ポリマー層を含み、少なくとも１つの不織布
ポリマー層が当該不織布層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含む複合構造体で
あって、各不織布ポリマー層がポリマー樹脂を含み、前記ポリマー樹脂がポリプロピレン
から本質的になり、前記無機粒子状充填剤が被覆されており、該複合構造体が、以下の物
理特性および機械特性：
（ｉ）４００ ｍｍ～１０００ ｍｍの範囲の静水頭；
（ｉｉ）４００ ｌ／ｍ2ｓ～９００ ｌ／ｍ2ｓの範囲の空気透過率；
（ｉｉｉ）９５．０ Ｎ／５ｃｍ～１２０．０ Ｎ／５ｃｍの範囲のＭＤ引張強度；
（ｉｖ）４０．０ Ｎ／５ｃｍ～６０．０ Ｎ／５ｃｍの範囲のＣＤ引張強度；
（ｖ）６０％～１２０％の範囲のＭＤ伸長；および
（ｖｉ）６０％～１２０％の範囲のＣＤ伸長
のうちの１つ以上を有する、前記複合構造体。
【請求項２】
　互いに接着された少なくとも３つの不織布ポリマー層を含む、請求項１に記載の複合構
造体。
【請求項３】
　前記不織布ポリマー層のうちの少なくとも１つがスパンボンドされており（Ｓ）、前記
不織布ポリマー層のうちの少なくとも１つがメルトブローされている（Ｍ）、請求項１ま
たは２に記載の複合構造体。
【請求項４】
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　1層又は複数のＳ層のそれぞれが、当該層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を
含み、1層又は複数のＭ層のそれぞれが、無機粒子状充填剤を含有していなくてもよい、
請求項３に記載の複合構造体。
【請求項５】
　構造体の最外層がＳ層である、請求項１～４のいずれか１項に記載の複合構造体。
【請求項６】
　Ｓ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造、
またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造を有し、Ｓ層のうちの少なくとも１つまたは両方が
、当該層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含み、Ｍ層のうちの１つ以上または
すべてが、無機粒子状充填剤を実質的に含有していなくてもよい、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の複合構造体。
【請求項７】
　Ｓ－Ｓ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｓ
層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造、
またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造、
またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造を有し、（ｉ）最外Ｓ層のうちの少な
くとも１つまたは両方が、当該層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含むか、ま
たは（ｉｉ）Ｓ層のすべてが、当該層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含み、
（ｉ）または（ｉｉ）において、Ｍ層のうちの１つ以上またはすべてが、無機粒子状充填
剤を実質的に含有していなくてもよい、請求項１～５のいずれか１項に記載の複合構造体
。
【請求項８】
　Ｓ層のうちの少なくとも１つ、またはＳ層のうちの２つ、またはＳ層のうちの３つ、ま
たはＳ層のすべてが、それぞれ、各層の全質量に対して０．１～２０質量％の無機粒子状
充填剤を含む、請求項２～７のいずれか１項に記載の複合構造体。
【請求項９】
　Ｍ層のうちの少なくとも１つ、またはＭ層のうちの２つ、またはＭ層のうちの３つ、ま
たはＭ層のうちの４つ、またはＭ層のすべてが、それぞれ、０．１～２０質量％の無機粒
子状充填剤を含む、請求項８に記載の複合構造体。
【請求項１０】
　Ｍ層のすべてが、それぞれ、各Ｍ層の全質量に対して１５質量％未満の無機粒子状充填
剤を含むか、または各Ｍ層が無機粒子状充填剤を実質的に含まない、請求項８に記載の複
合構造体。
【請求項１１】
　１０～１００ｇｓｍの坪量を有する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の複合構造
体。
【請求項１２】
　以下の物理特性および機械特性：
（ｉ）１０．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＭＤ引張強度（Ｎ／５ｃｍ）の比；
（ｉｉ）１７．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＣＤ引張強度（Ｎ／５ｃｍ）の比；
（ｉｉｉ）１２．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＭＤ伸長（％）の比；および
（ｉｖ）１２．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＣＤ伸長（％）の比
のうちの１つ以上を有する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の複合構造体。
【請求項１３】
　無機粒子状材料が、アルカリ土類金属炭酸塩もしくは硫酸塩、加水カンダイトクレー、
無水（か焼）カンダイトクレー、ウォラストナイト、ボーキサイト、タルク、マイカ、パ
ーライトもしくは珪藻土、もしくは水酸化マグネシウム、もしくはアルミニウム三水和物
、またはこれらの組合せから選択される、請求項１～１２のいずれか１項に記載の複合構
造体。
【請求項１４】
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　前記無機粒子状材料が、アルカリ土類金属炭酸塩である、請求項１３に記載の複合構造
体。
【請求項１５】
　前記無機粒子状材料の炭酸塩が、０．１μｍ～１０μｍのｄ50を有する炭酸カルシウム
である、請求項１４に記載の複合構造体。
【請求項１６】
　前記無機粒子状炭酸塩が１５μｍ以下のトップカットを有する炭酸カルシウムである、
請求項１４または１５に記載の複合構造体。
【請求項１７】
　前記無機粒子状材料が、１種以上の脂肪酸またはその塩もしくはエステルで被覆されて
いる、請求項１～１６のいずれか１項に記載の複合構造体。
【請求項１８】
　前記ポリマー樹脂がポリプロピレンである、請求項１～１７のいずれか１項に記載の複
合構造体。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか１項に記載の複合構造体から形成されるか、もしくは請求項
１～１８のいずれか１項に記載の複合構造体を含む、物品または製品。
【請求項２０】
　ヘルスケア、パーソナルケアまたは衛生用の物品または製品である、請求項１９に記載
の物品または製品。
【請求項２１】
　請求項１に記載の複合構造体を調製するための方法であって、少なくとも２つの不織布
ポリマー層を互いに接着させることを含み、少なくとも１つの不織布ポリマー層が当該不
織布層の４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含む、方法。
【請求項２２】
　少なくとも１つの不織布ポリマー層がスパンボンドされており、かつ当該不織布層の４
０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含み、少なくとも１つの不織布ポリマー層がメル
トブローされており、当該方法が、スパンボンドされている少なくとも１つの不織布ポリ
マー層を調製するまたは得ること、メルトブローされている少なくとも１つの不織布ポリ
マー層を調製するまたは得ること、および前記少なくとも１つのスパンボンド層と前記少
なくとも１つのメルトブロー層とを互いに接着させて複合構造体を形成することを含んで
いてもよい、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　不織布層を互いに接着させることが、熱の適用下で層をプレスすることを含み、接着中
の最大温度が１４５．０℃～１４８．０℃の間であってもよい、請求項２１または２２に
記載の方法。
【請求項２４】
　（ｉ）複合構造体を物品もしくは製品に組み込みこと、または（ｉｉ）複合構造体から
物品もしくは製品を形成することをさらに含み、前記物品または製品がヘルスケア、パー
ソナルケアまたは衛生用の物品または製品であってもよい、請求項２１～２３のいずれか
１項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
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【表３】

　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕互いに接着された少なくとも２つの不織布ポリマー層を含み、少なくとも１つの不
織布ポリマー層が当該不織布層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含む、複合
構造体。
〔２〕以下の物理特性および機械特性：
（ｉ）約４００ ｍｍ～約１０００ ｍｍの範囲の静水頭；
（ｉｉ）約４００ ｌ／ｍ２ｓ～約９００ ｌ／ｍ”ｓの範囲の空気透過率；
（ｉｉｉ）約９５．０ Ｎ／５ｃｍ～約１２０．０ Ｎ／５ｃｍの範囲のＭＤ引張強度；
（ｉｖ）約４０．０ Ｎ／５ｃｍ～約６０．０ Ｎ／５ｃｍの範囲のＣＤ引張強度；
（ｖ）約６０％～約１２０％の範囲のＭＤ伸長；および
（ｖｉ）約６０％～約１２０％の範囲のＣＤ伸長
のうちの１つ以上を有する、前記〔１〕に記載の複合構造体。
〔３〕互いに接着された少なくとも３つの不織布ポリマー層を含む、前記〔１〕または〔
２〕に記載の複合構造体。
〔４〕前記不織布ポリマー層のうちの少なくとも１つがスパンボンドされており（Ｓ）、
前記不織布ポリマー層のうちの少なくとも１つがメルトブローされている（Ｍ）、前記〔
１〕、〔２〕または〔３〕に記載の複合構造体。
〔５〕1層又は複数のＳ層のそれぞれが、当該層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充
填剤を含み、1層又は複数のＭ層のそれぞれが、無機粒子状充填剤を実質的に含有してい
なくてもよい、前記〔４〕に記載の複合構造体。
〔６〕構造体の最外層がＳ層である、前記〔２〕～〔５〕のいずれか１項に記載の複合構
造体。
〔７〕Ｓ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構
造、またはＳ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構造を有し、Ｓ層のうちの少なくとも１つまたは両
方が、当該層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含み、Ｍ層のうちの１つ以上
またはすべてが、無機粒子状充填剤を実質的に含有していなくてもよい、前記〔２〕～〔
６〕のいずれか１項に記載の複合構造体。
〔８〕Ｓ－Ｓ－Ｍ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ
－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構
造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ層構
造、またはＳ－Ｓ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｓ－Ｓ層構造を有し、（ｉ）最外Ｓ層のうちの
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少なくとも１つまたは両方が、当該層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含む
か、または（ｉｉ）Ｓ層のすべてが、当該層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤
を含み、（ｉ）または（ｉｉ）において、Ｍ層のうちの１つ以上またはすべてが、無機粒
子状充填剤を実質的に含まない、前記〔２〕～〔６〕のいずれか１項に記載の複合構造体
。
〔９〕Ｓ層のうちの少なくとも１つ、またはＳ層のうちの２つ、またはＳ層のうちの３つ
、またはＳ層のすべてが、それぞれ、各層の全質量に対して約０．１～約２０質量％の無
機粒子状充填剤を含む、前記〔３〕～〔８〕のいずれか１項に記載の複合構造体。
〔１０〕Ｍ層のうちの少なくとも１つ、またはＭ層のうちの２つ、またはＭ層のうちの３
つ、またはＭ層のうちの４つ、またはＭ層のすべてが、それぞれ、約０．１～約２０質量
％の無機粒子状充填剤、例えば、約５～約２０質量％の無機粒子状充填剤を含む、前記〔
９〕に記載の複合構造体。
〔１１〕Ｍ層のすべてが、それぞれ、各Ｍ層の全質量に対して約１５質量％未満の無機粒
子状充填剤、例えば、約１０質量％未満の無機粒子状充填剤、もしくは約５質量％未満の
無機粒子状充填剤を含むか、または各Ｍ層が無機粒子状充填剤を実質的に含まない、前記
〔９〕に記載の複合構造体。
〔１２〕約１０～約１００ｇｓｍ、例えば、約１０～約７０ｇｓｍの坪量を有する、前記
〔１〕～〔１１〕のいずれか１項に記載の複合構造体。
〔１３〕以下の物理特性および機械特性：
（ｉ）約１０．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＭＤ引張強度（Ｎ／５ｃｍ）の比；
（ｉｉ）約１７．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＣＤ引張強度（Ｎ／５ｃｍ）の比；
（ｉｉｉ）約１２．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＭＤ伸長（％）の比；および
（ｉｖ）約１２．０未満のＨＳＨ（ｍｍ）／ＣＤ伸長（％）の比
のうちの１つ以上を有する、前記〔１〕～〔１２〕のいずれか１項に記載の複合構造体。
〔１４〕前記無機粒子状材料が、アルカリ土類金属炭酸塩もしくは硫酸塩、例えば、炭酸
カルシウム、炭酸マグネシウム、ドロマイト、石膏、加水カンダイトクレー、例えば、カ
オリン、ハロイサイトもしくはボールクレー、無水（か焼）カンダイトクレー、例えば、
メタカオリンもしくは完全か焼カオリン、ウォラストナイト、ボーキサイト、タルク、マ
イカ、パーライトもしくは珪藻土、もしくは水酸化マグネシウム、もしくはアルミニウム
三水和物、またはこれらの組合せから選択される、前記〔１〕～〔１３〕のいずれか１項
に記載の複合構造体。
〔１５〕前記無機粒子状材料が、アルカリ土類金属炭酸塩、例えば、炭酸カルシウムであ
る、前記〔１４〕に記載の複合構造体。
〔１６〕前記無機粒子状材料の炭酸塩が、約０．１μｍ～約１０μｍ、例えば、約０．１
μｍ～約４μｍ、または約０．５μｍ～約２．５μｍのｄ50を有する炭酸カルシウムであ
る、前記〔１５〕に記載の複合構造体。
〔１７〕前記無機粒子状炭酸塩が約１５μｍ以下のトップカットを有する炭酸カルシウム
である、前記〔１５〕または〔１６〕に記載の複合構造体。
〔１８〕前記無機粒子状材料が被覆されている、例えば、１種以上の脂肪酸またはその塩
もしくはエステルで被覆されている、前記〔１〕～〔１７〕のいずれか１項に記載の複合
構造体。
〔１９〕前記不織布ポリマー層が、ポリオレフィン、例えば、１－ブテン、４－メチル－
１－ペンテン、および１－ヘキサンとのコポリマー等の、ポリプロピレンおよびポリエチ
レンのホモポリマーおよびコポリマー；ポリアミド、例えば、ナイロン；ポリエステル；
上述のポリマーのいずれかのコポリマー；ならびにこれらのブレンドから選択されるポリ
マー樹脂を含む、前記〔１〕～〔１８〕のいずれか１項に記載の複合構造体。
〔２０〕前記ポリマー樹脂がポリプロピレンである、前記〔１９〕に記載の複合構造体。
〔２１〕前記〔１〕～〔２０〕のいずれか１項に記載の複合構造体から形成されるか、も
しくは前記〔１〕～〔２０〕のいずれか１項に記載の複合構造体を含む、物品または製品
。
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〔２２〕ヘルスケア、パーソナルケアまたは衛生用の物品または製品である、前記〔２１
〕に記載の物品または製品。
〔２３〕前記〔１〕に記載の複合構造体を調製するための方法であって、少なくとも２つ
の不織布ポリマー層を互いに接着させることを含み、少なくとも１つの不織布ポリマー層
が当該不織布層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含む、方法。
〔２４〕少なくとも１つの不織布ポリマー層がスパンボンドされており、かつ当該不織布
層の約４０質量％以下の量で無機粒子状充填剤を含み、少なくとも１つの不織布ポリマー
層がメルトブローされており、当該方法が、スパンボンドされている少なくとも１つの不
織布ポリマー層を調製するまたは得ること、メルトブローされている少なくとも１つの不
織布ポリマー層を調製するまたは得ること、および前記少なくとも１つのスパンボンド層
と前記少なくとも１つのメルトブロー層とを互いに接着させて複合構造体を形成すること
を含んでいてもよい、前記〔２３〕に記載の方法。
〔２５〕不織布層を互いに接着させることが、熱の適用下で層をプレスすることを含み、
接着中の最大温度が１４５．０℃～１４８．０℃の間であってもよい、前記〔２３〕また
は〔２４〕に記載の方法。
〔２６〕（ｉ）複合構造体を物品もしくは製品に組み込みこと、または（ｉｉ）複合構造
体から物品もしくは製品を形成することをさらに含み、前記物品または製品がヘルスケア
、パーソナルケアまたは衛生用の物品または製品であってもよい、前記〔２３〕～〔２５
〕のいずれか１項に記載の方法。
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